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●取組実績

●想定パートナー
介護サービス企業（代表者、従業者、利用者等）、福祉団体、まちづくり団体、福祉系学校、地域住民、自治体等

●応用分野
介護サービス人材の養成事業、空き家・空き店舗等の地域資源を活用した介護系事業、地域住民への介護知
識の提供等

●研究内容
　2000年の介護保険制度施行以降、介護サービス需要は急速に高まっている。これを踏まえ、次の2つの観点
から研究を行っている。
　第1に、介護サービス人材の就業特性に関する研究である。介護サービス産業では高まる需要に対応できる
だけの人材が量・質ともに不足しているのが現状であり、どのような人材を、どのような方法を用いて、どのような
地域から確保することが必要なのかを検討している。中でも、有資格者である介護福祉士や近年、急増している
外国人介護職員の就業特性を検討しているが、介護サービス人材の需給状況は地域の人口・産業構造等に
影響を受けるため、そのような地域特性を意識した研究を行っている。　
　第2に、介護サービスの産業特性に関する研究である。介護保険制度では介護を必要とするすべての高齢
者が対象とされ、利用したいサービスの内容や量を高齢者が決めることが可能である。しかしながら、介護保険
サービスは多岐にわたり、実際には自力での決定は困難であることが多く、介護保険制度や介護サービス産業
の望ましいあり方を検討している。
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